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●さまざまな海洋調査を実施することで詳細かつ精度の高いデータ取得を行います。
●CFDやGISを活用してエネルギー取得に最適な海域と設計条件を抽出・選定できます。
●計画・設計条件を反映させた取得可能エネルギー量の算出やコストを評価します。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

我が国は四方を海に囲まれた海洋国家です。自然エネルギーとして豊富に存在する海洋エネルギーを有
効活用することは重要な課題であり、その実現が望まれています。私たちは、海洋調査の実施や水理実
験・数値解析を用いることで、海洋エネルギー利用に向けた最適な海域の選定を行い、取得可能エネル
ギー量をもとにした発電コストの算出により、その実現性を評価します。

【研究シーズの概要】

●低炭素社会の構築に向けた海洋エネルギー利用政策・事業の立案
●既存の橋脚や構造物を利用した潮流発電事業の計画・設計
●海洋エネルギーを利用したローカルグリッドの構築

【産業界での展開・用途】

研究分野：工学（土木工学）

瀬戸内海の潮流 海洋調査の状況

瀬戸内海の潮流ポテンシャルマップ

橋脚・港湾構造物を利用した潮流発電 数値解析モデル 大畠瀬戸における潮流エネルギー賦存量調査結果
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海洋エネルギー利用に向けた
最適な海域の選定・評価システム

【研究シーズテーマ】

2-22

工学部 環境土木工学科 教授 石垣 衛

海洋エネルギー／潮流発電／海洋調査／GIS／CFD海洋エネルギー／潮流発電／海洋調査／GIS／CFD




